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編 集
後 記

　新年明けましておめでとうございます。本年もＪＡごとうをどうぞよろしくお願い致します。
　さて、皆さま年末年始はいかがお過ごしだったでしょうか。充実した年末年始を過ごせたでしょうか。
妻が子供を連れて帰省していた私は、自由な時間を過ごすことができました。とはいえ、いつもうるさい
家の中が静かだと少し寂しいもので、もう少し自由時間を堪能したい気持ちが半分、早く帰ってきてほし

い気持ちが半分、何とも複雑な年末年始を過ごすこととなりました。新年からはまた新たな気持ちで、皆様に楽しみにし
て頂ける広報誌作りに取り組んでいきますので、今後もＪＡごとうの広報誌をよろしくお願い致します。  （長瀧　俊一）

WEB年金相談会のお知らせWEB年金相談会のお知らせ
年金についてのお困りごとを
社会保険労務士へ相談してみませんか？
開  催  日　毎月第２水曜日（祝日の際は翌営業日）
開催時間　1）09：00～09：50　2）09：50～10：40
　　　　　3）10：40～11：30　4）11：30～12：20

施設作業員募集施設作業員募集
作業期間作業場所

３月～11月
３月～10月
12月～５月
12月～３月
９月～６月

育苗センター
アスパラ選果場
ブロッコリー選果場
高菜加工施設
富江トマト選果場

詳細は本店 農産園芸部までお問い合わせください。
☎0959-72-6214

詳細は本店金融部までお問合せ下さい
☎0959-72-6212

住所：〒853-0041　五島市籠淵町2450番地１
電話：0959-88-9933　FAX：0959-88-9922
営業時間：9時～19時（7月～8月）
　　　　　9時～18時30分（上記以外の月）
※農家レストランは10時30分～14時（予約については別途）
※土日限定バイキング　11時～14時
　料金　大人：1,500円　子ども：700円（小学生以下）
休業日：棚卸日（9/末、3/末）　年始（1/1・2・3）
　　　　水曜日（農家レストランのみ）
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ＪＡの事業は多岐に渡り、勉強する事も多いですが、先輩職員が親身になって教えてく

れます。長い目で見れば、様々な事にチャレンジできて、やりがいが感じられる職場です。

やる気のある方なら、どなたでも大歓迎です。一緒に働ける日を楽しみにしています。

＜お問い合わせ先・応募書類（履歴書）提出先＞
〒853-0041 五島市籠渕町2450-1 TEL：0959-72-6211
ごとう農業協同組合本店 総務部（担当：原 依吹）
※新卒・中途・年齢等は不問です。
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代
表
・
常
勤
監
事

浩
昭

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
組
合
員
な
ら
び
に
地
域
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
Ｊ
Ａ
事
業
、
運
営
に

対
し
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
未
だ
解
決
さ
れ
な
い

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
影

響
で
続
く
原
油
や
生
産
資
材
価
格

の
高
止
ま
り
、
子
牛
価
格
の
下
落
・

低
迷
な
ど
組
合
員
の
皆
様
の
農
業

経
営
に
と
っ
て
厳
し
い
一
年
と
な

り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
三
年
も
の
長

き
に
亘
り
流
行
し
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
よ
う
や
く
終

息
の
兆
し
を
見
せ
、
様
々
な
制
限

が
解
除
さ
れ
た
こ
と
で
、
人
々
の

流
れ
や
物
流
の
活
性
化
に
よ
り
、

緩
や
か
な
が
ら
景
気
の
回
復
が
見

ら
れ
る
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
様
な
情
勢
の
中
で
、
組
合

員
や
地
域
の
皆
様
と
の
繋
が
り
で

あ
る
「
相
互
扶
助
の
精
神
」
の
重

要
性
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、

Ｊ
Ａ
と
し
て
し
っ
か
り
と
そ
の
役

割
を
果
た
し
て
参
り
ま
す
。

　
当
Ｊ
Ａ
と
し
ま
し
て
は
、
自
己

改
革
を
実
践
し
な
が
ら
、「
農
業

者
の
所
得
増
大
」、「
農
業
生
産
の

拡
大
」、「
地
域
の
活
性
化
」
の
三

つ
の
実
現
に
向
け
、
よ
り
一
層
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で

す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、Ｊ
Ａ

の
主
人
公
で
あ
る
組
合
員
の
皆
様

方
が
地
域
農
業
を
守
る
た
め
に
日

夜
努
力
さ
れ
て
い
る
姿
に
敬
意
を

表
す
と
同
時
に
、Ｊ
Ａ
ご
と
う
も

組
合
員
・
地
域
の
皆
様
方
と
一
緒

に
五
島
農
業
を
よ
り
発
展
さ
せ
て

い
け
る
よ
う
、
役
職
員
一
丸
と
な

り
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、

農
協
経
営
に
対
し
ご
指
導
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
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五島 kids 金管バンド
による演奏
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佐
世
保
食
肉
セ
ン
タ
ー
で
11
月
10
日
、

五
島
、
壱
岐
、
平
戸
の
家
畜
市
場
が
昨
年

か
ら
合
同
で
開
催
す
る
『
第
２
回
長
崎
県

産
素
牛
３
市
場
合
同
枝
肉
共
励
会
』
で
、

佐
賀
県
の
か
ら
つ
前
田
畜
産
の
出
品
枝
肉

が
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　
各
市
場
か
ら
導
入
さ
れ
た
牛
の
優
秀
な

枝
肉
に
は
、
五
島
家
畜
市
場
賞
が
喜
々
津

昭
さ
ん
、
平
戸
口
家
畜
市
場
賞
が
杉
山
光

正
さ
ん
、
壱
岐
家
畜
市
場
賞
が
㈱
松
尾
勝

馬
牧
場
に
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
各
市
場
管
内
か
ら
20
頭
ず
つ

合
計
60
頭
が
出
品
さ
れ
、
日
本
食
肉
格
付

協
会
の
「
牛
枝
肉
取
引
規
格
」
を
基
準
に

審
査
。
肉
の
面
積
や
厚
さ
で
格
付
け
る
歩

留
等
級
や

脂
肪
交
雑
、

肉
の
色
沢

な
ど
で
格

付
け
る
肉

質
等
級
で

表
さ
れ
ま

す
。

　
結
果
は
、

60
頭
の
う

ち
51
頭
が

最
高
の
格

付
け
Ａ
５
等
級
を
獲
得
。
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
輝
い
た
か
ら
つ
前
田
畜
産
の

枝
肉
は
、
枝
肉
重
量
６
０
３
・５
㌕
、
ロ
ー

ス
芯
面
積
１
０
６
㌢
、
い
わ
ゆ
る
霜
降
り

度
合
を
表
す
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
は
最
上
位
の
12

で
、
協
会
の
審
査
報
告

で
は
、
外
観
は
各
躯
が

発
達
し
て
迫
力
が
あ
り

バ
ラ
ン
ス
も
良
く
、
特

に
二
分
体
の
交
雑
は
群

を
抜
い
て
お
り
、
切
開

面
で
は
ロ
ー
ス
芯
の
形

状
も
良
好
。
僧
帽
筋
も

大
き
く
切
開
面
の
各
筋

肉
全
体
に
も
均
一
に
交

雑
し
、
光
沢
に
優
れ
質

量
兼
備
な
素
晴
ら
し
い

枝
肉
と
評
価
さ
れ
ま
し

た
。

　
同
共
励
会
は
、
長
崎

県
産
素
牛
の
品
質
の
良

さ
を
Ｐ
Ｒ
し
、
枝
肉
の

調
査
検
証
を
行
い
、
購

買
者
の
ニ
ー
ズ
を
子
牛

づ
く
り
に
反
映
す
る
こ

と
で
よ
り
良
い
素
牛
の

育
成
を
目
的
に
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

856 603.5 12 A5

767 521.6 12 A5

817 547.5 12 A5

870 603.6 12 A5

(kg) (kg)
BMS

　
五
島
和
牛
育
種
組
合
に
よ
る
現
地
検
討

会
が
12
月
５
日
、
五
島
家
畜
市
場
で
開
か

れ
、
生
産
者
ら
が
見
守
る
中
、
産
肉
能
力

に
優
れ
た
雄
牛
の
生
産
に
必
要
な
母
体
と

な
る
育
種
牛
と
長
崎
県
が
推
奨
す
る
種
雄

牛
『
幸
男
』
と
『
真
乃
介
』
の
産
子
を
調

査
し
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
育
種
牛
認
定
候
補
牛
６
頭

に
続
き
、『
幸
男
』
の
産
子
９
頭
、『
真
乃
介
』

の
産
子
９
頭
が
並
べ
ら
れ
、
調
査
員
が
体

高
や
体
長
、
胸
囲
な
ど
を
確
認
し
な
が
ら

一
頭
ず
つ
調
査
し
ま
し
た
。

　
調
査
を
行
っ
た
全
国
和
牛
登
録
協
会
の

穴
田
勝
人
専
務
理
事
は
総
評
と
し
て
「
育

種
牛
は
、
い
ず
れ
も
体
積
が
あ
り
、
骨
が

よ
く
締
ま
り
鮮
明
な
牛
と
感
じ
た
」
と
話

し
、
中
に
は
「
こ
れ
ま
で
県
有
種
雄
牛
で
、

代
々
五
島
の
中
で
管
理
さ
れ
て
い
る
牛
が

い
る
こ
と
は
県
内
で
も
他
の
地
域
に
な
い

貴
重
な
財
産
」
と
し
て
「
ぜ
ひ
、
こ
こ
か

ら
種
雄
牛
を
１
頭
は
出
せ
る
よ
う
県
に
対

し
て
育
種
組
合
か
ら
積
極
的
に
働
き
か
け

て
も
ら
い
た
い
」
と
育
種
牛
の
今
後
に
期

待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　
新
規
種
雄
牛
『
幸
男
』
と
『
真
乃
介
』

の
産
子
の
調
査
に
つ
い
て
は
「
皆
さ
ん
と

確
認
し
た
通
り
『
幸
男
』
は
側
方
か
ら
見

れ
ば
体
上
線
が
き
れ
い
で
す
が
、
後
方
か

ら
は
背
幅
、
腰
幅
、
肋
の
張
り
が
足
り
な

い
。
交
配
の
際
は
中
躯
の
充
実
し
た
幅
の

あ
る
雌
牛
に
『
幸
男
』
を
交
配
し
良
い
雌

牛
が
生
ま
れ
た
際
に
地
域
に
残
す
や
り
方

が
望
ま
し
い
」
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
但
馬
系
に
分
類
さ
れ
る
『
真
乃

介
』
に
つ
い
て

は
「
県
内
に
こ

れ
ま
で
無
か
っ

た
系
統
で
、
何

に
で
も
交
配
で

き
る
使
い
勝
手

の
良
い
種
雄
牛
。

何
よ
り
産
肉
能

力
と
脂
肪
交
雑

能
力
は
高
い
が
、

個
体
の
バ
ラ
つ

き
と
体
形
に
課

題
が
あ
る
」
と

し
「
生
ま
れ
た
雌
牛
を
残
す
際
に
は
、
選

抜
基
準
値
を
上
げ
、
体
上
線
が
明
確
で
肩

の
付
着
に
優
れ
た
牛
を
選
ん
で
も
ら
わ
な

い
と
、
五
島
の
牛
の
特
色
が
失
わ
れ
か
ね

な
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
穴
田
専
務
理
事
は
、「
育
種
事

業
は
継
続
し
繋
い
で
い
く
事
。
ど
の
育
種

牛
に
ど
の
種
雄
牛
を
交
配
さ
せ
、
ど
の
よ

う
な
牛
が
生
ま
れ
た
か
、
皆
で
確
認
し
合

う
こ
と
の
大
切
さ
を
認
識
し
て
、
先
を
見

据
え
な
が
ら
交
配
に
取
り
組
ん
で
も
ら
え

る
と
有
難
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
子
牛
価
格
の
低
迷
と
資
材
の
高
騰
で
厳
し

い
経
営
が
続
く
中
、
12
月
５
日
、
畜
産
農
家

が
一
堂
に
会
し
、Ｊ
Ａ
ご
と
う
肉
用
牛
生
産

振
興
大
会
が
五
島
家
畜
市
場
で
開
か
れ
、
五

島
農
業
の
柱
と
な
る
肉
用
牛
の
振
興
と
活
性

化
を
改
め
て
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
家
永
組
合
長
は
「
と
り
わ

け
厳
し
い
状
況
が
続
く
畜
産
業
で
す
が
、
本

大
会
を
契
機
に
、
五
島
の
農
業
は
畜
産
が
背

負
っ
て
い
く
と
い
う
気
運
の
高
ま
り
に
つ
な

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
挨
拶
。

　
続
い
て
、
本
年
度
の
せ
り
で
最
も
高
価
格

な
子
牛
の
販
売
を
称
え
る
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
雌
と
去
勢
の
子
牛
そ
れ
ぞ
れ
上
位
３
名

の
生
産
者
に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
長
崎
県
農
林
部
畜
産
課
の
小
笠

原
俊
介
氏
が
「
長
崎
県
の
肉
用
牛
を
め
ぐ
る

情
勢
」
と
題
し
講
演
。

　「
現
在
、
全
国
の
繁
殖
雌
牛
の
飼
養
頭
数

は
、
平
成
28
年
か
ら
増
頭
が
進
む
一
方
で
、

飼
養
戸
数
は
主
に
小
規
模
層
で
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
長
崎
県
内
で
は
、
２
、
０
８
０

戸
で
９
万
１
、
７
０
０
頭
が
飼
養
さ
れ
、
都

道
府
県
の
中
で
は
今
年
、
岩
手
県
を
抜
い
て

全
国
５
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
に
お
け
る
農
業
産
出
額
１
、
５
５
１

億
円
に
占
め
る
割
合
も
畜
産
が
５
７
９
億
円

（
う
ち
肉
用
牛
２
６
５
億
円
）
と
重
要
な
基

幹
作
目
と
な
っ
て
い
ま
す
」
と
し
て
、
県
で

は
肉
用
牛
の
振
興
の
た
め
『
第
３
期
な
が
さ

き
農
林
業
・
農
山
村
活
性
化
計
画
』
に
基
づ

き
『
チ
ャ
レ
ン
ジ
畜
産
６
０
０
億
の
推
進
』

の
計
画
を
掲
げ
、
令
和
７
年
に
６
０
０
億
円

の
生
産
額
を
目
指
す
と
し
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
子
牛
の
価
格
下
落
に
よ

る
資
金
繰
り
悪
化
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の

課
題
に
支
援
や
対
応
を
強
化
す
る
一
方
で
、

分
娩
間
隔
の
短
縮
に
よ
る
『
１
年
１
産
』
を

目
標
に
、「
い

か
に
子
牛
を

多
く
生
ま
せ

て
多
く
売
る

か
」
な
ど
、

コ
ス
ト
削
減

に
有
効
な
対

策
に
取
り
組

む
必
要
性
が

説
明
さ
れ
ま

し
た
。

　
最
後
に
農

家
を
代
表
し
て
、
ご
と
う
農
協
肉
用
牛
部
会

の
寺
内
和
彦
副
部
会
長
か
ら
決
意
表
明
と
し

て
「
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
子
牛

販
売
頭
数
４
、
０
０
０
頭
を
目
標
に
、
計
画

交
配
に
よ
る
肉
質
優
良
子
牛
の
生
産
と
、
飼

養
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
厳
守
し
、
購
買
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
発
育
良
好
で
、
市
場
性
の

高
い
子
牛
の
上
場
に
努
め
る
」
と
声
高
ら
か

に
述
べ
ら
れ
、大
会
が
締
め
括
ら
れ
ま
し
た
。

　
12
月
18
日
、
五
島
家
畜
市
場
で
本
年
度

２
回
目
と
な
る
『
五
島
地
域
肉
用
牛
大
学
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
崎
県
五
島
振
興
局
主
催
で
開
か
れ
た

同
会
は
、
鹿
児
島
県
農
業
共
済
組
合
曽
於

家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー
よ
り
叶
有
斗
係
長
を

講
師
に
招
き
『
黒
毛
和
種
子
牛
に
お
け
る

疾
病
低
減
と
生
産
性
向
上
へ
の
取
組
〜
発

育
と
疾
病
の
関
連
性
〜
』
と
い
う
テ
ー
マ

で
開
催
。
胎
子
中
は
妊
娠
末
期（
分
娩
２
ヵ

月
前
ほ
ど
）、
出
生
後
は
若
齢
の
子
牛
ほ
ど

よ
り
成
長
す
る
こ
と
か
ら
、
妊
娠
末
期
の

母
牛
や
出
生
後
す
ぐ
の
子
牛
に
対
し
て
十

分
な
栄
養
管
理
を
行
い
、
し
っ
か
り
と
し

た
骨
格
作
り
や
免
疫
力
・
抗
病
性
を
獲
得

す
る
こ
と
が
、
下
痢
や
肺
炎
な
ど
の
疾
病

を
防
ぐ
の
に
重
要
だ
と
す
る
叶
先
生
。
約

２
時
間
に
及
ぶ
講
習
に
、
参
加
者
は
真
剣

な
表
情
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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佐
世
保
食
肉
セ
ン
タ
ー
で
11
月
10
日
、

五
島
、
壱
岐
、
平
戸
の
家
畜
市
場
が
昨
年

か
ら
合
同
で
開
催
す
る
『
第
２
回
長
崎
県

産
素
牛
３
市
場
合
同
枝
肉
共
励
会
』
で
、

佐
賀
県
の
か
ら
つ
前
田
畜
産
の
出
品
枝
肉

が
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　
各
市
場
か
ら
導
入
さ
れ
た
牛
の
優
秀
な

枝
肉
に
は
、
五
島
家
畜
市
場
賞
が
喜
々
津

昭
さ
ん
、
平
戸
口
家
畜
市
場
賞
が
杉
山
光

正
さ
ん
、
壱
岐
家
畜
市
場
賞
が
㈱
松
尾
勝

馬
牧
場
に
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
各
市
場
管
内
か
ら
20
頭
ず
つ

合
計
60
頭
が
出
品
さ
れ
、
日
本
食
肉
格
付

協
会
の
「
牛
枝
肉
取
引
規
格
」
を
基
準
に

審
査
。
肉
の
面
積
や
厚
さ
で
格
付
け
る
歩

留
等
級
や

脂
肪
交
雑
、

肉
の
色
沢

な
ど
で
格

付
け
る
肉

質
等
級
で

表
さ
れ
ま

す
。

　
結
果
は
、

60
頭
の
う

ち
51
頭
が

最
高
の
格

付
け
Ａ
５
等
級
を
獲
得
。
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
輝
い
た
か
ら
つ
前
田
畜
産
の

枝
肉
は
、
枝
肉
重
量
６
０
３
・５
㌕
、
ロ
ー

ス
芯
面
積
１
０
６
㌢
、
い
わ
ゆ
る
霜
降
り

度
合
を
表
す
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
は
最
上
位
の
12

で
、
協
会
の
審
査
報
告

で
は
、
外
観
は
各
躯
が

発
達
し
て
迫
力
が
あ
り

バ
ラ
ン
ス
も
良
く
、
特

に
二
分
体
の
交
雑
は
群

を
抜
い
て
お
り
、
切
開

面
で
は
ロ
ー
ス
芯
の
形

状
も
良
好
。
僧
帽
筋
も

大
き
く
切
開
面
の
各
筋

肉
全
体
に
も
均
一
に
交

雑
し
、
光
沢
に
優
れ
質

量
兼
備
な
素
晴
ら
し
い

枝
肉
と
評
価
さ
れ
ま
し

た
。

　
同
共
励
会
は
、
長
崎

県
産
素
牛
の
品
質
の
良

さ
を
Ｐ
Ｒ
し
、
枝
肉
の

調
査
検
証
を
行
い
、
購

買
者
の
ニ
ー
ズ
を
子
牛

づ
く
り
に
反
映
す
る
こ

と
で
よ
り
良
い
素
牛
の

育
成
を
目
的
に
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

856 603.5 12 A5

767 521.6 12 A5

817 547.5 12 A5

870 603.6 12 A5

(kg) (kg)
BMS

　
五
島
和
牛
育
種
組
合
に
よ
る
現
地
検
討

会
が
12
月
５
日
、
五
島
家
畜
市
場
で
開
か

れ
、
生
産
者
ら
が
見
守
る
中
、
産
肉
能
力

に
優
れ
た
雄
牛
の
生
産
に
必
要
な
母
体
と

な
る
育
種
牛
と
長
崎
県
が
推
奨
す
る
種
雄

牛
『
幸
男
』
と
『
真
乃
介
』
の
産
子
を
調

査
し
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
育
種
牛
認
定
候
補
牛
６
頭

に
続
き
、『
幸
男
』
の
産
子
９
頭
、『
真
乃
介
』

の
産
子
９
頭
が
並
べ
ら
れ
、
調
査
員
が
体

高
や
体
長
、
胸
囲
な
ど
を
確
認
し
な
が
ら

一
頭
ず
つ
調
査
し
ま
し
た
。

　
調
査
を
行
っ
た
全
国
和
牛
登
録
協
会
の

穴
田
勝
人
専
務
理
事
は
総
評
と
し
て
「
育

種
牛
は
、
い
ず
れ
も
体
積
が
あ
り
、
骨
が

よ
く
締
ま
り
鮮
明
な
牛
と
感
じ
た
」
と
話

し
、
中
に
は
「
こ
れ
ま
で
県
有
種
雄
牛
で
、

代
々
五
島
の
中
で
管
理
さ
れ
て
い
る
牛
が

い
る
こ
と
は
県
内
で
も
他
の
地
域
に
な
い

貴
重
な
財
産
」
と
し
て
「
ぜ
ひ
、
こ
こ
か

ら
種
雄
牛
を
１
頭
は
出
せ
る
よ
う
県
に
対

し
て
育
種
組
合
か
ら
積
極
的
に
働
き
か
け

て
も
ら
い
た
い
」
と
育
種
牛
の
今
後
に
期

待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　
新
規
種
雄
牛
『
幸
男
』
と
『
真
乃
介
』

の
産
子
の
調
査
に
つ
い
て
は
「
皆
さ
ん
と

確
認
し
た
通
り
『
幸
男
』
は
側
方
か
ら
見

れ
ば
体
上
線
が
き
れ
い
で
す
が
、
後
方
か

ら
は
背
幅
、
腰
幅
、
肋
の
張
り
が
足
り
な

い
。
交
配
の
際
は
中
躯
の
充
実
し
た
幅
の

あ
る
雌
牛
に
『
幸
男
』
を
交
配
し
良
い
雌

牛
が
生
ま
れ
た
際
に
地
域
に
残
す
や
り
方

が
望
ま
し
い
」
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
但
馬
系
に
分
類
さ
れ
る
『
真
乃

介
』
に
つ
い
て

は
「
県
内
に
こ

れ
ま
で
無
か
っ

た
系
統
で
、
何

に
で
も
交
配
で

き
る
使
い
勝
手

の
良
い
種
雄
牛
。

何
よ
り
産
肉
能

力
と
脂
肪
交
雑

能
力
は
高
い
が
、

個
体
の
バ
ラ
つ

き
と
体
形
に
課

題
が
あ
る
」
と

し
「
生
ま
れ
た
雌
牛
を
残
す
際
に
は
、
選

抜
基
準
値
を
上
げ
、
体
上
線
が
明
確
で
肩

の
付
着
に
優
れ
た
牛
を
選
ん
で
も
ら
わ
な

い
と
、
五
島
の
牛
の
特
色
が
失
わ
れ
か
ね

な
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
穴
田
専
務
理
事
は
、「
育
種
事

業
は
継
続
し
繋
い
で
い
く
事
。
ど
の
育
種

牛
に
ど
の
種
雄
牛
を
交
配
さ
せ
、
ど
の
よ

う
な
牛
が
生
ま
れ
た
か
、
皆
で
確
認
し
合

う
こ
と
の
大
切
さ
を
認
識
し
て
、
先
を
見

据
え
な
が
ら
交
配
に
取
り
組
ん
で
も
ら
え

る
と
有
難
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
子
牛
価
格
の
低
迷
と
資
材
の
高
騰
で
厳
し

い
経
営
が
続
く
中
、
12
月
５
日
、
畜
産
農
家

が
一
堂
に
会
し
、Ｊ
Ａ
ご
と
う
肉
用
牛
生
産

振
興
大
会
が
五
島
家
畜
市
場
で
開
か
れ
、
五

島
農
業
の
柱
と
な
る
肉
用
牛
の
振
興
と
活
性

化
を
改
め
て
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
家
永
組
合
長
は
「
と
り
わ

け
厳
し
い
状
況
が
続
く
畜
産
業
で
す
が
、
本

大
会
を
契
機
に
、
五
島
の
農
業
は
畜
産
が
背

負
っ
て
い
く
と
い
う
気
運
の
高
ま
り
に
つ
な

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
挨
拶
。

　
続
い
て
、
本
年
度
の
せ
り
で
最
も
高
価
格

な
子
牛
の
販
売
を
称
え
る
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
雌
と
去
勢
の
子
牛
そ
れ
ぞ
れ
上
位
３
名

の
生
産
者
に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
長
崎
県
農
林
部
畜
産
課
の
小
笠

原
俊
介
氏
が
「
長
崎
県
の
肉
用
牛
を
め
ぐ
る

情
勢
」
と
題
し
講
演
。

　「
現
在
、
全
国
の
繁
殖
雌
牛
の
飼
養
頭
数

は
、
平
成
28
年
か
ら
増
頭
が
進
む
一
方
で
、

飼
養
戸
数
は
主
に
小
規
模
層
で
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
長
崎
県
内
で
は
、
２
、
０
８
０

戸
で
９
万
１
、
７
０
０
頭
が
飼
養
さ
れ
、
都

道
府
県
の
中
で
は
今
年
、
岩
手
県
を
抜
い
て

全
国
５
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
に
お
け
る
農
業
産
出
額
１
、
５
５
１

億
円
に
占
め
る
割
合
も
畜
産
が
５
７
９
億
円

（
う
ち
肉
用
牛
２
６
５
億
円
）
と
重
要
な
基

幹
作
目
と
な
っ
て
い
ま
す
」
と
し
て
、
県
で

は
肉
用
牛
の
振
興
の
た
め
『
第
３
期
な
が
さ

き
農
林
業
・
農
山
村
活
性
化
計
画
』
に
基
づ

き
『
チ
ャ
レ
ン
ジ
畜
産
６
０
０
億
の
推
進
』

の
計
画
を
掲
げ
、
令
和
７
年
に
６
０
０
億
円

の
生
産
額
を
目
指
す
と
し
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
子
牛
の
価
格
下
落
に
よ

る
資
金
繰
り
悪
化
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の

課
題
に
支
援
や
対
応
を
強
化
す
る
一
方
で
、

分
娩
間
隔
の
短
縮
に
よ
る
『
１
年
１
産
』
を

目
標
に
、「
い

か
に
子
牛
を

多
く
生
ま
せ

て
多
く
売
る

か
」
な
ど
、

コ
ス
ト
削
減

に
有
効
な
対

策
に
取
り
組

む
必
要
性
が

説
明
さ
れ
ま

し
た
。

　
最
後
に
農

家
を
代
表
し
て
、
ご
と
う
農
協
肉
用
牛
部
会

の
寺
内
和
彦
副
部
会
長
か
ら
決
意
表
明
と
し

て
「
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
子
牛

販
売
頭
数
４
、
０
０
０
頭
を
目
標
に
、
計
画

交
配
に
よ
る
肉
質
優
良
子
牛
の
生
産
と
、
飼

養
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
厳
守
し
、
購
買
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
発
育
良
好
で
、
市
場
性
の

高
い
子
牛
の
上
場
に
努
め
る
」
と
声
高
ら
か

に
述
べ
ら
れ
、大
会
が
締
め
括
ら
れ
ま
し
た
。

　
12
月
18
日
、
五
島
家
畜
市
場
で
本
年
度

２
回
目
と
な
る
『
五
島
地
域
肉
用
牛
大
学
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
崎
県
五
島
振
興
局
主
催
で
開
か
れ
た

同
会
は
、
鹿
児
島
県
農
業
共
済
組
合
曽
於

家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー
よ
り
叶
有
斗
係
長
を

講
師
に
招
き
『
黒
毛
和
種
子
牛
に
お
け
る

疾
病
低
減
と
生
産
性
向
上
へ
の
取
組
〜
発

育
と
疾
病
の
関
連
性
〜
』
と
い
う
テ
ー
マ

で
開
催
。
胎
子
中
は
妊
娠
末
期（
分
娩
２
ヵ

月
前
ほ
ど
）、
出
生
後
は
若
齢
の
子
牛
ほ
ど

よ
り
成
長
す
る
こ
と
か
ら
、
妊
娠
末
期
の

母
牛
や
出
生
後
す
ぐ
の
子
牛
に
対
し
て
十

分
な
栄
養
管
理
を
行
い
、
し
っ
か
り
と
し

た
骨
格
作
り
や
免
疫
力
・
抗
病
性
を
獲
得

す
る
こ
と
が
、
下
痢
や
肺
炎
な
ど
の
疾
病

を
防
ぐ
の
に
重
要
だ
と
す
る
叶
先
生
。
約

２
時
間
に
及
ぶ
講
習
に
、
参
加
者
は
真
剣

な
表
情
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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Ｊ
Ａ
ご
と
う
ほ
め
ら
れ
か
ぼ

ち
ゃ
部
会
は
12
月
５
日
、
出
荷
説

明
会
を
開
き
、
令
和
６
年
産
生
産

計
画
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
今
年
で
４
年
目
を
迎
え
る
М
V

М
商
事
（
本
社
兵
庫
県
神
戸
市
）

向
け
か
ぼ
ち
ゃ
は
、
野
菜
量
販
店

の
間
で
も
『
ほ
め
ら
れ
か
ぼ
ち
ゃ
』

と
し
て
認
知
度
は
年
々
上
が
り
、

М
V
М
へ
の
出
荷
増
量
の
要
望
が

強
く
な
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、М
V
М
で
は
、『
６

の
月
の
国
産
比
率
の
向
上
』
と
『
ほ

め
ら
れ
率
の
向
上
』
の
二
つ
の
方

針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

　
６
月
は
正
に
Ｊ
Ａ
ご
と
う
の
か

ぼ
ち
ゃ
の
収
穫
時
期
。
部
会
で
は
、

栽
培
面
積
も
今
年
５
㌶
拡
大
し
て

15
㌶
と
す
る
計
画
も
あ
り
、
部
会

員
を
募
り
何
と
し
て
も
期
待
に
応

え
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
ほ
め
ら
れ
率
の
向
上
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
青
森
県
か
ら
鹿
児
島

県
ま
で
の
15
県
域
で
作
ら
れ
て
い

る
か
ぼ
ち
ゃ
の
『
ほ
め
ら
れ
率
』

が
昨
年
、
平
均
で
64
・
４
％
。
こ

れ
を
最
終
的
に
75
％
に
上
げ
る
方

針
で
す
。
こ
の
た
め
契
約
単
価
に

も
品
質
基
準
で
価
格
差
を
設
け
る

な
ど
、
部
会
員
の
栽
培
意
欲
の
向

上
に
よ
る
高
品
質
な
か
ぼ
ち
ゃ
の

出
荷
に
期
待
が
か
か
り
ま
す
。

五島農業の未来を語る光孝さん

　『
令
和
５
年
度
な
が
さ
き
農
林

業
大
賞
』
の
表
彰
状
授
与
式
が
昨

年
11
月
18
日
、
サ
ン
プ
リ
エ
ー
ル

長
崎（
長
崎
市
元
船
町
）で
行
わ
れ
、

五
島
市
崎
山
地
区
で
農
業
を
営
む

亀
山
光
孝
さ
ん
、
青
子
さ
ん
ご
夫

妻
が
『
ト
ッ
プ
フ
ァ
ー
マ
ー
し
ま

の
農
林
業
経
営
部
門
』
の
長
崎
県

知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
亀
山
さ
ん
は
、
主
に
葉
た
ば
こ

２
２
０
㌃
、
甘
藷
70
㌃
、
麦
類
１

０
０
㌃
、
高
菜
20
㌃
を
経
営
。
特

に
甘
藷
で
は
、Ｊ
Ａ
ご
と
う
契
約

甘
藷
部
会
の
初
代
部
会
長
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
お
忙
し
い
な
か
、
ご
夫

妻
に
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
は
じ
め
に
、
大
賞
を
受
賞
さ
れ

た
お
気
持
ち
を
尋
ね
る
と
「
表
彰

式
で
は
、
夫
婦
共
と
て
も
緊
張
し

て
い
ま
し
た
」
と
青
子
さ
ん
。
光

孝
さ
ん
も
「
こ
の
よ
う
な
賞
を
頂

け
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
し
、

今
後
の
励
み
に
も
な
り
ま
す
」
と

笑
顔
。

　
光
孝
さ
ん
が
農
業
を
始
め
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
「
実
家

は
親
父
の
代
か
ら
葉
た
ば
こ
農
家

で
、
私
は
高
校
を
卒
業
し
て
福
岡

で
し
ば
ら
く
会
社
勤
め
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
結
婚
を
機
に
五
島
で

商
売
を
や
り
た
く
て
帰
っ
て
来
ま

し
た
。
商
売
の
傍
ら
農
繁
期
に
は

実
家
を
手
伝
い
、
時
に
は
友
人
の

農
作
業
も
加
勢
し
て
い
ま
し
た
。

あ
る
日
、
友
人
の
お
父
さ
ん
か
ら

『
お
前
も
自
分
の
農
業
収
入
が

あ
っ
た
方
が
よ
か
ろ
う
。
ど
う
だ

馬
鈴
薯
を
作
っ
て
み
な
い
か
』
と

言
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
、
葉
た
ば
こ
と
収
穫
時
期
が

重
な
ら
な
い
馬
鈴
薯
の
ト
ン
ネ
ル

栽
培
を
始
め
た
の
で
す
」。

　
そ
の
後
、
父
親
か
ら
葉
た
ば
こ

を
任
さ
れ
本
格
的
に
農
業
に
舵
を

切
っ
た
光
孝
さ
ん
。「
こ
れ
ま
で

地
域
の
方
々
の
温
か
い
支
え
を
い

た
だ
い
た
お
か
げ
で
農
業
を
続
け

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の
受
賞

も
そ
の
賜
物
で
す
」。
契
約
甘
藷

部
会
の
初
代
部
会
長
も
部
会
員
の

協
力
に
恵
ま
れ
た
か
ら
務
め
ら
れ

た
と
言
い
ま
す
。

　「
五
島
に
農
業
の
力
で
活
気
を

つ
け
た
い
」
と
い
う
熱
い
思
い
を

胸
に
、
甘
藷
が
そ
の
起
爆
剤
の
一

つ
に
な
る
こ
と
を
信
じ
て
「
品
種

交
雑
の
心
配
が
な
く
、
高
品
質
な

甘
藷
が
生
産
可
能
な
ウ
ィ
ル
ス
フ

リ
ー
苗
の
特
性
を
活
か
し
て
、
安

定
し
た
生
産
を
続
け
る
こ
と
で
取

引
先
や
消
費
者
と
の
信
頼
関
係
を

築
き
五
島
産
甘
藷
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
図
り
た
い
」
と
光
孝
さ
ん
は
今

後
の
展
望
に
つ
い
て
瞳
を
輝
か
せ

ま
す
。

　「
最
近
、
五
島
に
帰
っ
て
き
て

甘
藷
を
作
り
た
い
と
い
う
若
者
が

何
人
か
い
る
と
聞
い
て
楽
し
み
で

す
。
こ
の
若
者
た
ち
に
我
々
の
思

い
や
技
術
を
繋
い
で
、
更
に
発
展

さ
せ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
」。

　
こ
れ
ま
で
光
孝
さ
ん
の
農
業
に

か
け
る
思
い
を
理
解
し
、
支
え
続

け
て
き
た
青
子
さ
ん
。
苦
労
も
多

か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
「
私
は
宮

崎
県
の
出
身
で
す
。
五
島
に
来
た

頃
は
方
言
が
全
く
理
解
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
で
こ
そ
五
島
弁
に

慣
れ
ま
し
た
が
、
時
々
、
お
年
寄

り
の
方
か
ら
言
わ
れ
た
こ
と
が
解

ら
ず
意
味
を
尋
ね
る
こ
と
が
今
で

も
あ
り
ま
す
」
と
笑
い
な
が
ら
話

し
「
で
も
、
一
番
感
じ
る
こ
と
は
、

私
た
ち
が
農
作
業
に
追
わ
れ
て
い

る
と
、
黙
っ
て
手
伝
い
に
来
て
く

れ
る
地
域
の
方
々
の
優
し
さ
に
救

わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
と
て

も
感
謝
し
て
い
ま
す
」。

　
こ
れ
を
聞
い
て
い
た
光
孝
さ
ん

が
「
人
は
支
え
合
っ
て
生
き
る
も

の
」
と
一
言
。
全
て
は
そ
の
言
葉

に
尽
き
る
よ
う
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
の
フ
レ
ッ
シ
ュ

ミ
ズ
部
会
は
12
月
２
日
、
部
会

活
動
の
一
環
と
し
て
親
子
教
室

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
親
子
教
室
は
ク
リ
ス

マ
ス
リ
ー
ス
作
り
。
色
と
り
ど

り
の
パ
ー
テ
ィ
モ
ー
ル
や
毛
糸
、

キ
ラ
キ
ラ
と
光
る
よ
う
ス
プ

レ
ー
を
ふ
り
か
け
細
工
さ
れ
た

松
ぼ
っ
く
り
、
リ
ボ
ン
や
球
状

の
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
な
ど
、
参
加

者
の
目
を
引
く
飾
り
が
ズ
ラ
リ
。

　
植
物
の
つ
る
を
環
状
に
し
た

土
台
に
、
思
い
思
い
の
飾
り
付

け
を
し
て
い
き
ま
す
。手
に
取
っ

た
飾
り
を
ど
こ
に
配
置
す
る
か

と
悩
み
な
が
ら
、
親
子
で
楽
し

く
作
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
親
子
か
ら
は
、「
配

置
を
決
め
る
の
は
難
し
か
っ
た

け
ど
、
２
人
で
話
し
合
い
な
が

ら
良
い
リ
ー
ス
が
作
れ
ま
し

た
。」
と
笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
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　商工会の女性会主催で毎
年開催される「愛のチャリ
ティ歌の祭典」に、本年度も
「ＪＡごとう」チームとして
４名の職員が出場し、その美
声を披露しました。
　地域貢献の一環として毎
年参加させて頂く同イベン
トは、今年で第40回となる記
念大会。12月10日に福江文化

会館で開催されました。４名
とも堂々とした表情で自慢
の歌声を披露。また、檀上で
はサポートメンバーがＪＡ
ごとうの横断幕や着ぐるみ
を披露。残念ながら入賞とは
いかなかったものの、会場を
盛り上げると共にＪＡごと
うの存在を地域住民の皆さ
まに大きくアピールしまし
た。

　年末恒例の『五島の産業まつり』が市内各地で開かれ多く
の来場者でにぎわいました。
　ＪＡごとうでも青年部のメンバーや職員らが五島の特産
物や温かい食べ物でお出迎え。
　三井楽では青年部が前日から仕込んでおいたアツアツの
おでんを振舞えば、富江では特産の『五島ルビー』が店頭に
並び来場者が寒さのなか買い求めていました。
　予定していた岐宿町産業祭は生憎の天気で中止となり楽
しみにしていた方々は残念がっていました。

 

１月 日( 土) 

場所：  

皆様のご来場お待ちしております！ 

 

＆ 日( 日) 

今なら！新規のお申込みで商品券※ 

※商品券は農協関連施設で使用できる商品券です。 

　ＪＡごとうは、新たに農業をはじめられた方々にＪＡをより
知ってもらい、農業を経営していく上で特に欠かせない金融面
のサービスを案内する「新規就農者様向け説明会」を12月13日、
本店で開きました。
　説明会では、本店金融部の職員がＪＡの事業内容とＪＡバン
クについて説明しました。
　ＪＡバンクでは、就農するにあたって必要な機械や施設、運転
資金などの提供をはじめ、ＪＡバンク長崎独自の資金を紹介し
ました。
　また、営農面を支える農産園芸部や畜産部からもそれぞれの
職員が事業内容やサポート体制などが紹介され、新たに農業を
始められた方がＪＡを安心して利用してもらえるよう説明がさ
れました。

　ＪＡごとうの共済部は12月19日に下地区において、翌20日
には上地区にて各地区の共済代理店を対象に、ＪＡごとう共
済代理店連絡協議会を開催しました。
　同会では令和５年度のＪＡごとう共済代理店における自
動車共済・自賠責への取組結果についての報告がなされると
ともに、法令順守を目的としたコンプライアンスへの取組に
ついて次年度の推進活動に向けた協議が行われました。
　同会終了後には日頃の代理店活動に対する労いを込めて、
また代理店同士の親睦を深めることを目的として会食を行
い、次年度へ向けて更なる普及拡大を目指して機運を高めま
した。
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に
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２
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自慢の歌声でJAをアピール

ＪＡごとう共済代理店連絡協議会

新規就農者様向け説明会

代理店連絡協議会の平村和弘会長

総合事業の特性を活用

連携強化で普及拡大

開会の挨拶を行う家永組合長
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後 記

　新年明けましておめでとうございます。本年もＪＡごとうをどうぞよろしくお願い致します。
　さて、皆さま年末年始はいかがお過ごしだったでしょうか。充実した年末年始を過ごせたでしょうか。
妻が子供を連れて帰省していた私は、自由な時間を過ごすことができました。とはいえ、いつもうるさい
家の中が静かだと少し寂しいもので、もう少し自由時間を堪能したい気持ちが半分、早く帰ってきてほし

い気持ちが半分、何とも複雑な年末年始を過ごすこととなりました。新年からはまた新たな気持ちで、皆様に楽しみにし
て頂ける広報誌作りに取り組んでいきますので、今後もＪＡごとうの広報誌をよろしくお願い致します。  （長瀧　俊一）

WEB年金相談会のお知らせWEB年金相談会のお知らせ
年金についてのお困りごとを
社会保険労務士へ相談してみませんか？
開  催  日　毎月第２水曜日（祝日の際は翌営業日）
開催時間　1）09：00～09：50　2）09：50～10：40
　　　　　3）10：40～11：30　4）11：30～12：20

施設作業員募集施設作業員募集
作業期間作業場所

３月～11月
３月～10月
12月～５月
12月～３月
９月～６月

育苗センター
アスパラ選果場
ブロッコリー選果場
高菜加工施設
富江トマト選果場

詳細は本店 農産園芸部までお問い合わせください。
☎0959-72-6214

詳細は本店金融部までお問合せ下さい
☎0959-72-6212

住所：〒853-0041　五島市籠淵町2450番地１
電話：0959-88-9933　FAX：0959-88-9922
営業時間：9時～19時（7月～8月）
　　　　　9時～18時30分（上記以外の月）
※農家レストランは10時30分～14時（予約については別途）
※土日限定バイキング　11時～14時
　料金　大人：1,500円　子ども：700円（小学生以下）
休業日：棚卸日（9/末、3/末）　年始（1/1・2・3）
　　　　水曜日（農家レストランのみ）

１
20242024

JANUARYJANUARY

ＪＡの事業は多岐に渡り、勉強する事も多いですが、先輩職員が親身になって教えてく

れます。長い目で見れば、様々な事にチャレンジできて、やりがいが感じられる職場です。

やる気のある方なら、どなたでも大歓迎です。一緒に働ける日を楽しみにしています。

＜お問い合わせ先・応募書類（履歴書）提出先＞
〒853-0041 五島市籠渕町2450-1 TEL：0959-72-6211
ごとう農業協同組合本店 総務部（担当：原 依吹）
※新卒・中途・年齢等は不問です。

178,500 167,500 155,000

JAごとうJAごとう
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